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これからのユビキタスネ ッ ト ワーク社会
Ubiquitous Network Society

株式会社国際電気通信基礎技術研究所

代表取締役社長
フゴノ _
春野 信義

最近  「ユビキ夕ス」 が姦しぃ。

ユビキ タ スは ラテン語で 、 「何処にでもあ る」 と い う ょ う な 意 味 だ そ う で あ る 。 何 処 に で も あ る ネ ッ ト ワ
ー ク を 通 し て 、 誰 で も が 何 処 の コ ン ピ ュ 一 夕 や デ一夕 で も 使 つ て 、 何 で も や り た い こ と を や り 、 知 り た い

こ と を 知 り 、 何 処 の 誰 と で も 何 時 で も 自 由 に 連 絡 で き る と ぃ う ょ う な 社 会 を 意 味 し て い る よ う で あ り 、 今

の時点ではそのよ う な仕組みを持つた社会を造る こ と を願つて 、  こ の表現が使われている とい う のが正確

で あ ろ う o

20年以上前、 「何処 で も 、 誰 で も 、 誰 と で も」 と い う キ ャ ッ チ フ レーズが電波通信の業界で賑やかだった。
当時電波は、  従事者試験を合格して免許を得たものしか扱えず、  電波機器は一つひと っ検査を受けてパス

したものしか使えなかった 。  電波は一部の無線通信業者を除けば、  アマチュア無線家しか使つていなかっ

た と 言つて過言でない 。  今や携帯電話機はただ同然となって氾濫し、  金髪高足駄のギャルが市場の動向を

決め 、通信会社の命運を左右す る 。 振 り 返つてみ る と 、 あ の キ ャ ッ チ フ レー ズは今日の携帯電話時代を予

告す る ド ラ ム の遠鳴 り で あ っ た ので あ ろ う 。 今日の 「ユビキタス」 の呼び声の高ま りは 、いずれ来る  「真
の高度情報社会」 への動きがい よい よ始ま った こ と を報せてい る と予感 され る 。
さ ま ざ ま な期待や思惑 と 、 現実の進み方の タ イ ム ス ケー ル は い ろ い ろ 異 な る と 思 わ れ る が 、 技 術 は 着 実

に進歩し 、マーケッ トを求めて投資は確実に進むであろう。 「ユビキ夕ス通信時代」 が速やかに 、順調に到
来し 、今日の携帯電話のよ うに社会生活に無くてはならないものになるためのカギは何か。若者達は携帯

電話の仕組みや技術を全く意識せず、  ただ便利だから小遺いを削つてまで電話代に使つている 。  今日まだ

まだ技術開発やシステムが目立ちすぎる状況や意識から脱却して、  簡単に使え、  生活感覚があり 、  便利で

コ ス ト ・ パ フ ォ ーマンスの良い利用のモデルを提示することが、人々を惹き付け、 「ユビキ夕ス時代」 を早
め 、確実なものにするこ と を改めて認識しなければならない 。
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E ーナイチンゲール・ プロジェク ト
E-Nightingale Project

メディア情報科学研究所

所 長

萩田  紀 博

ユビキタスネ ッ ト ワーク特集

「ユビキ夕ス」 と い う 言 葉 が ブー ム に な っ て い る 。  Mark  We i s e rはユビキタス  ・ コンピューテ ィ  ン グ を

「目には見えな ぃ が 、 い ろい ろな大 き さや形を持つた く さ んの コ ン ピ ュー タ が 、 人 と 絶 えず情報 をや り と り

する世界」 と呼んだ。ユビキ夕ス ・ コンピューテ ィ ン グ に よ っ て 、 「いつ、  ど こ で 、 な に が 、 だ れ に 、 な ぜ 、
ど の よ う に」 と い う 5w l Hの情報を取り出す環境が整えば、  今後の社会や産業界への影響は計りしれなぃ。
すなわち、  こ れ か ら は 、  何 気 な い 一日の出来事でさえも新たなビジネスを生み出す可能性を持つている。

例えば、  病院の看護師の仕事。 患者の状態を定期的に観察し、  食事や身の回りの世話をし、  昼夜を問わ

ず、予期せぬ緊急事態に対処しな くてはならない。 そ し て 、  こ の 過酷 な一日の締め く く り と し て 、 疲 れ た

頭で看護日誌をっけな くてはならない 。  医師も看護師も忙しすぎて 、  せっか く書いた日誌も皆で情報共有

す る こ と が 難 し ぃ 。  こ の よ う な 環 境 がュ ビキ夕ス ・ コンピュ ー テ ィ ン グ に適 し て い る 。 多 忙 な看護師の
5w l H 情報を自動的に記録 ・分析するこ とによって 、看護業務の効率化や 「ヒ ア リ ・ ハ ツ ト」 の防止、看護
と 医療の質を高め る こ と がで き 、 結果 と し て病院の経営を改善する可能性が出て く る 。 ま さ に 、 事件は現

場で起きてお り 、  それを医師や看護師が情報共有して業務の質を改善するためにこの技術は役立つのであ

る 。  こ の よ う な 考 え に基づ き 、 A T R は 、  ある病院と看護師一人ひと りの行動を自動的に記録 ・ 分析する

「E ー ナ イ チ ン ゲ ール」 と 呼 ぶ 、 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト を 開 始 し た 。 ナ イ チ ン ゲールは近代的看護や医療におけ
る看護婦の地位を確立した人として良 く知られているが 、看護に科学の手法を取り入れ、  さ ま ざ まな工夫

をした 。  病棟の衛生状態と患者死亡率との関係を克明に分析し、  その結果を比較するために円グラフを考

案したのもその一つだ。  「E ー ナ イ チ ン ゲール」 も ナ イ チ ン ゲールの業績を称えて、  2 1世紀の新しぃ看護の
道具立てに してい こ う と い う 目的で名付けた 。
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ユビキタスネッ トワーク社会の新メデ ィア
New  Media in Ubiquitous Network Society

これまでのコ ミ ュニケー シ ョ ン は 、  電話や電子 メ ー ル な ど に よ る  “ いつ ど こで

何があ る ” 等 と い った必要最小の情報を伝え る こ と が主で した 。  し か し 、 来 る

ぺ き ュビキタス情報環境社会では、  文字や画像や音声による事実の伝達だけで

な く 、 個人の体験を感情や状況 と と も に記録 し て他人に発信する こ と が可能に

な る と 期待 さ れ て ぃ ま す 。  そしてその実現のためには、  電話やパー ソ ナ ル コ ン

ピュ ー タ に 代 わ る 新 し い メ デ ィ ア 、  すなわち体験にかかわる感情や状況の情報

を記録したり表現する媒体が必要とされてぃるのです。

1. はじめに
A T R メ デ イ ア情報科学研究所では 、人間同士が

も っ と わ か り あ え る 社会 を実現す る た め 、 体験 を

共 有 す る こ と を 目 的 と し た 新 し ぃ ス 夕 イ ル の コ ミ

ュ ニ ケー シ ョ ン を研究 し てい ます 。海外旅行や運

動会といった特別なイベン ト体験だけに限定せず、

起床から消灯までの日常生活の行動からも 、情報

に価値のある経験や体験を記録し他人と共有する

こ と を 目指 し ます 。 そ し て視覚や言語のみに頼 ら

ず に さ ま ざ ま な 情 報 を 自 動 的 に 記 録 す る メ デ イ ア

を 研 究 し て い ま す ( 図 1 ) 。 例 え ば ジ ェ ツ ト コー ス

夕一に乗つ た体験 を 、 実 際 に見 え る 画像 ・ 音 の 他

に 、 緊 張感 ・ 心拍数 ・ 発汗 ・ 脳波 な ど の デー タ も

記録します 。  こ の 興 奮や緊張 を し て い る 状 態 を 、

他の人に も ゎ か る よ う に 伝 え ら れれば 、 経験 を共

有 し た り 新 し ぃ 体 験 を 創 造 す る と い っ た コ ミ ュ ニ

ケー シ ョ ンの可能性が広が り 、  また、  ち ょ っ と し

た生活上の知恵や学習における発見、  あ る いは心

を 揺 さ ぶ る 風 景 は 、  他人や家族との体験共有コ ミ

ュニケー シ ョ ンの大事な内容 とな るで し ょ う 。

他人 と 体 験 を う ま く 共 有す る た め に は 、 記 録 さ

れた体験が豊かな情感  ・ 知識や置かれた状況の情

報を多 く含んでい る必要があ り ます 。  これを実現

図 1  ュ ビキ タ ス社会における T〇 Y メデ ィ ア
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メデ ィア情報科学研究所

間瀬  健=

す る ためには 、  まず個人の行動を上手に記録する

メ デ イ ア が必要です 。  A T R で は 、 体験デ一夕を記

録 す る メ デ ィ ア と し て 、  ぬ い ぐ る み 型 ロ ボ ッ ト を

使つて研究をしています  (図 2 ) 。

図 2  クマのぬいく ' るみ

2. 体験共有のためのメディア  一ぬい く るみ一

古典的な体験記録の代表的な方法として日記が

挙げ られ ますが 、  こ れ までは 、  ノ ー ト ・ ス ケ ッ チ

ブ ッ ク ・ コ ンピ ュー タ な ど 、 体験 と は直接関連の

ない道具 を使つて記録 され て き ま し た 。 本研究で

は 、体験を共有する仮想的なパー ト ナーに な り う

る ぬ い ぐ る み を 、 新 し い 記 録 メ デ ィ ア と し て 考 え

ます。

私 た ち の ぬ い ぐ る み は 、  ビデ オ カ メ ラ ・ マ イ

ク ・ 加 速 度 セ ン サ ・ Pc を内蔵し 、圧力センサ ・ 曲
げ セ ン サ ・ 赤 外 近 接 セ ン サ ・ 温度センサな ど を身

体各部に装着しています。  こ れ に よ り 、  い ろ い ろ

なイベン ト を記録して残すシステムをまず構築し 、

日常的な行動のなかから 、  エ ピ ソ ー ド に な る よ う

な 特 別 な イ ベ ン ト を 自 動 的 に ラ べ リ ン グ し て 抽 出



する実験を  しています。

ぬいぐるみは 、  人間に古 くか ら親しまれていて 、

頭や手足を持ち、  やわ らかな感触を与え るので 、

人間社会に溶け込みやすぃ メ デ イ ア で あ る と 考 え

られます。  また家具や文房具やコンピュー タ と は

異 な る 、  人との密接な距離を保つので、  他の道具

では得 られない多 く の体験情報を記録す る こ と が

可能 に な る で し ょ う 。 人 間 は ぬ い ぐ る み な ど の 擬

人的なものに 、  あ たか も他の人間に対す る よ う な

振 る 舞 い を 起 こ す こ と が 検 証 さ れ て い ま す 。  こ の

研究ではそのよ う な人間の行動原理を う ま く 利用

し て 、 人 間 がぬい ぐ る み を な で 、 声 を か け 、 手 足

を ひ っ ぱ り 、 一 緒 に行動す る デ一夕や 、  そばに置

い た状態で ま わ り の 状況 を記録 さ せ る こ と が で き

ます。 こ の 機 能 を 使 う と 、  ぬ い ぐ る み 2 体 以 上 を

ネ ッ ト ワー ク でっな ぃで気配の通信をする こ と も

可能です 。一方のぬいぐるみを触れば 、遠方のも

う ひ と っ の ぬ い ぐ る み が 動 い た り し ゃ べ っ た り し

て相手に自分の様子をぬいぐるみを通してほのか

に知らせ る こ と がで き ます 。

今 ま で の 記 録 メ デ ィ ア の 例 と し て 、  ビ デ オ カ メ

ラ を 考 え る と 、 私 た ち は カ メ ラ を 常 に 持 ち 歩 い て

い て も 、  シ ャ ッ タ ーチ ャ ン ス を 逃 し て し ま っ て 悔

し い 思 い を す る こ と が 多 く あ り ま す 。 ぬ い ぐ る み

を 使 つ た デ一 夕記録では、  チ ャ ン ス を 自 分 で と ら
え るのではな く 、 生活のすべてを自然に 、手軽に

記録す る こ と が で き ま す 。  また情報を取 り出す う

え で も 、  た だ 漫 然 と ビ デ オ カ メ ラ を 回 し て い た の

では 、  大量のデー タのなかから意味のある情報を

取 り 出 す こ と は も っ と 大 変 です 。  こ の メ デ ィ ア で

はいつで も 必要 な情報 を取 り 出 す こ と が で き る よ

う に 、  心拍数などの生体情報やぬいぐ るみを抱い

た り 触 れ た り す る や り と り の デ 一 夕 に よ っ て 、  ビ

デオデ一夕に別の観点から意味づけしています。

ぬい ぐ るみで記録 し た体験 を ど の よ う に表示す

るかは、重要な研究課題です。現在は、  ひとっの

解決方法 と し て 、 絵日記の よ う な 形で他人に読ん

でも ら う方法を実験しています 。

3. ユビキタス環境社会のメディア

ユビキ タ ス社会では 、  役に立つ情報を手軽に、

ま た 安 全 に受発信す る 新 し い メ デ イ ア や 仕組み が

必須 と な る で し ょ う 。

ぬ い ぐ る み 以 外 の メ デ ィ ア と し て 、 セ ン サ 付 き

の 洋 服 な ど に 代 表 さ れ る ウ ェ ア ラ ブ ル ・ コンピュ

ー タ や 、  部屋全体にセンサを置いて人の行動を記

録する方法などが考え られます 。部屋に取 り付け

られたセンサは 、  人間 と物理的な距離があ る ため

客観的な記録に役立ち、  衣服のセンサは 、  自分の

動きその ものを記録するのに有効です 。それに比

べて、  ロ ボ ッ ト を利用 した記録方法では 、  い わ ば

パー ト ナーの よ う に 、 使 う 人 の 選 択 に よ り 、  あ る

と きは自分の視点で共感しながら 、  ま た別の と き

は第三者の視点で冷静に体験を記録してくれます。

A T R で は そ の よ う な 中 間 的 な メ デ イ ア がュ ビキ夕
ス社会には必要である と考え 、  人間 と 行 動 を と も

に す る ロ ボ ッ ト に 注 目 し 、 ぬ い ぐ る み 以 外 に 「ロ

ボ ビー」 や 「む一」 と い っ た 自分か ら 話 し か け て
く る ロ ボ ッ ト の 研究開発 を行つ て い ま す 。  こ れ ら

の ロ ボ ッ ト は 、 能 動的 に人間に話 し か け 、 動 き を

持つて接 し ますが 、  それに対し 、  ク マ のぬい ぐ る

み は ジ ェ ス チ ャ ーで存在感を強 く ァ ピー ルする代

わ り に 、  人間が能動的に働きかけ る こ と を引 き出

す存在 と な り ます ( 図 3 ) 。

こ の よ う に 、  人に共感を起こさせる行動の記録

と 表 現 を す る メ デ イ ア は 、 体 験 共 有 コ ミ ュ ニ ケー

シ ョ ン の研究にかかせない もので 、 ユ ビ キ夕 ス情

報環境に と っ て 、  コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 豊 かにす

る 新 し く て 重 要 な ァ プ リ ケ ー シ ョ ン を 実 現す る コ

ア技術のひとっに な る で し ょ う 。

図 3-1 人型コ ミ ュ ニケ ー シ ョ ン口ボ ッ  トの研究

図3-2  ぬいく ' るみ型コ ミ ュ ニ ケ ー ショ ン口ボ ッ  トの研究
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マルチリンガル脳を育む
ーユビキタスコンピューティングを利用した外国語
学習システム
Developing MultlilingualAbility

- Foreign Language Leaming System Using Ubiquitous
Computing

はじめに

私 た ち の プ ロ ジ ェ ク ト で は 、 話 し こ と ば の 認 知

過程、  特に日本人が英語を学習する際に壁 とな る

要因にっい て 、  さ ま ざ ま な角度か ら 、 基礎的な研

究を積み重ねて き ま し た 。 そ し て い ま 、  その成果

を 、 マ ルチ リ ン ガル能力を育むための技術 と し て

発展 させ るべ く研究を継続 してい ます 。  その概要

を 「学び方」、 「学び頃」 「学びたい と き が学び時」
の3点に整理して紹介します。

「学び方」
これまでの外国語教育では、  語彙や文法の学習

が主体でした。  しかし、統合的な外国語運用能力

を習得するには 、  これだけでは不十分です。  偏 つ

た学習の結果、  本来その段階では対応しな く て も

いい処理 ま で要求 さ れ る こ と も あ り ま す 。  こ の た

め、 処理自体が負荷の高いものになり不確実にな

っ た り し ま す 。 例 えば聞 き分け ら れ ない音韻  (母

音や子音)  を文脈か ら判断 し てい る場合な どがそ

れに あ た り ま す 。  この場合は、音音員処理段階での

つまずきを月凶が高次処理を行つて補完してい るの

です ( 図 1 ) 。

こ う し た音韻処理段階でのっまずきは 、正 しい

語彙の習得 ま で 阻害 し ま す 。 例 え ば " f r a m e " と

f l ame"。 ど ち ら が 「枠」 で ど ち ら が 「炎」 か日本
人大学生に答え させ る と 、 か な り の割合で間違え

ます。単語を覚えたときに、 " r " または " 1 "の音と結

びっかず、 “ フレー ム ”  とい う日本語音で覚えてし

ま った こ とが影響している と思われます 。

そこで私たちは、  音声の基本モジュー ル (音韻、

語彙、  フ レーズ、 1額律など)  の学習に重点を置き、

話しことば情報処理の観点を取り入れた学習技術

の研究、  さらに音声信号処理技術や調音観測技術

を取り入れて学習者の理解しやすぃ学習技術の研

究を進めています。
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図 1  脳が話し こ とばを理解する過程

「音韻など基本モジュ ー ルの練習も大切」
英語音声を学習する際、'Para l l e lD i s t r ibuted  Processing' を 「パ ラ レ ル

デ ィ ス ト リ ビ ュ ー テ ッ ド プ 口 セ ッ シ ン グ」 と 覚 え る  ( ' r ' と ' I 'を日本語の
ラ行音で代用して覚える )  こ と が理に合わな ぃ のは 、 「論文博士」を 「 ド
ンブン†事士」、 「いつ もの連中 と ラ ンチを食べに行 く 」 を 「いつもの電柱
と団地を食べに行く 」 と 覚 え る  ( ラ 行音 とダ行音を " d " で代用 ) 外国人が
いたら と想定してみれば自ずと察しがつきます 。

いっもの電柱と団地を食ぺに行きます.



「学び頃」
外国語早期教育の是非が活発に議論されていま

す。 しかし、 「何歳1:項にどの よ う な学習をすればよ

いのか ? 」  と ぃ う 疑 問 にっいて科学的根拠に基づ

いた回答は未だ存在しません。  また 、  暦年齢だけ

が要因ではな く 、発達段階や既習レベルに応じた

学習内容にっいても検討されなければなりません。

私たちは現在、複数の研究協力校 [ ' ]の支援をえて、

幼児から高齢者まで幅広い年齢層を対象に、  英語

学習の実験を行つています  (図 2 ) 。  学習内容に応

じた 「学び頃」 の 研 究 を 行 う こ と に よ り 、 近 い 将
来、 上記の疑問点に答えを出せるもの と期待して

います。

図 2  小学校での実験

「「学び頃」 ってあるのかな」
語学学習は若い方がいい っ て本当で し ょ う か ?  多 く の方にご協力いた

だ き 、 「学び頃」を探る研究を進めています。

「学びたいときが学び時」 : ユビキタス ・  コンピュ
ーティングを利用した学習システム

い つ で も ど こ で も 学 習 し た い と ぃ う ニー ズ を背

景 と し て 、 C A L L ( C o m p u t e r  Ass is ted Language

L e a r n i n g )教材や遠隔学習環境の開発が進み、  イ ン

タ ー ネ ッ ト を 利 用 し た e-1earni n g市場が急速に拡大
しっつあります。  し か し 、 場 所 ・ 端末が限定され

て い る 、  学習した内容を現実社会で発現するのは

困難といった間題点が山積しています。

と こ ろ で 、 外 国 語 コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン能力の習

得に最も効果的な方法とは、  その言語の環境で生

活 す る こ と だ と ぃ わ れ ま す 。  と な る と 、 学 習 技 術

は実体験 と同等 も し く は それ を超え る も の を目指

さ な け れ ば な ら ず 、  既存の cA L L シ ス テ ム か ら 実
体験型システムへ と方向転換を図る必要があ り ま
す。

そ こ で 、  近未来には情幸長端末が我々の日常生活

を含めた社会空間に偏在す る こ と に着目 し 、  こ う

し たュ ビキ夕ス ・ コ ンピ ュ ー テ ィ ン グ ・ イ ン フ ラ
を利用して 、  学習者の生活環境内で実体験型の学

習ができるシステムの研究開発を行つています。

このシステムでは、  学習者の普段の生活環境に、

情報の送受信、刺激提示、反応入力などを受け持

つ イ ン テ リ ジ ェ ン ト 型 ユ ビ キ 夕 ス ・ ス イ ッ チ を 配

置し 、学びたい言語によ って空間を仮想的に再構

成します。  さ ら に 、 環 境 と 学 習者 と の 仲 介 に は ロ

ボ ッ ト 等 を 配 置 す る こ と で 、 学 習 者 に と っ て よ り

自 然 な イ ン 夕 フ ェ ー ス に よ り 、  日常環境にいなが

ら 「よ り 本 物 ら し く ょ り 現 実 的 に」 学 習 を 行 う こ
と が可能 と な り ま す ( 図 3 ) 。

、、'll、

図 3  学習システムの概念図

「あなたの部屋を英語環境に変身させませんか」
来 週 は タ イ 語 に し よ う か な ?

お わ り に

私た ち の プ ロ ジ ェ ク ト で は 人間の話 し こ と ば の

学習機構を理解する と い う 目的のために 、  さ ま ざ

まな外国語学習実験を実施しています。  こ れ ら の

実験で使用 し た訓練シ ス テ ムやプ ロ グ ラ ム は 、  語

学学習に即座に応用可能です。  実際、  その一部は

ATR  CAL L  W e b シ ス テ ム [21と し て イ ン 夕 一 ネ ッ ト

上で公開 してお り 、 研究デ一夕収集 も兼ねっ っ 、

多 くの英語学習者に愛用されています 。今後 、学

習内容の さ ら な る発展 、学び頃 ・ 学び時を得た学

習方法の開発、ユビキ夕ス ・ コンピュー テ ィ ン グ

を利用し個人の生活環境に仮想現実的な外国語環

境を実現するための技術の開発を通じ、  マルチ リ

ンガル脳の育成に貢献する基盤技術の創成を目指

したい と考えています 。

参考

[ 1 ] 私 立 大阪信愛女学院 、 早稲田大学 メ デ ィ ア ネ ッ ト ヮ

ー ク セ ン タ ー 、私立桐蔭学園、私立四条田l要学園、文

部科学省メデイア教育開発セン夕一他。

[ 2 ] A T R C A L LW e b  http://atrcalLjp

ATR Journa1 48号 F A:LIL 2002 7

〇

〇

〇

〇



ユビキタスネットワーク特集

〇

〇

〇

〇

ユビキタス技術を支えるアドホックネットワーク
A d  Hoc Network in Ubiquitous Society

1.  ア ド ホ ッ ク ネ ッ  ト ワーク と は

電話機が有線からコー ドレス電話機へと発展し、

線 ( コー ド)  か ら 解 放 さ れ て 動 き 回 り な が ら 電 話

が で き る よ う に な り 、  さ らに携帯電話の登場で 、

家の中から街へ と移動でき る範囲が大き く広が り

ました。  デ一夕通信でも同様に有線のL A Nから無
線L A N 、  IMT2000へ と 、  線からの解放、  移動範囲

の拡大へ と 発 展 し 、 ユ ビ キ 夕 ス ネ ッ ト ワー ク 社 会

の到来が近いこ とを感じ させます  (図1 ) 。

しか し これ らの移動通信も 、  ま だ まだ本当にど

こ で も と ぃ う ゎ け で は な く 、 膨 大 な 数 の 基 地 局 や

ア ク セ ス ポ イ ン ト な ど の存在が前提 と な っ てお り 、

その地理的、  容量的な制約を受け通信ができない

場 合 も あ り ま す 。 例 え ば 、 災 害 に よ る イ ン フ ラ ス

ト ラ ク チ ャ の 崩 壊 や 、 サ ッ カ ー ス タ ジ ア ム な ど に

許容範囲以上の人数が集ま  った場合には通信がで

きない場合が出てきます。

データ:

:ll1:j:_ i lt=
目 戸 :
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これに対し、  基地局な ど の イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ

に 依 存 せ ず ネ ッ ト ワー ク を 構 成 し ょ う と ぃ う 考 え

が あ り ま す 。  これは、  ど ん な場所で も 、  その場限

り の ネ ッ ト ワ ー ク が 組 め る と ぃ う こ と で 、  ア ド ホ

ッ ク ネ ッ ト ワー ク と 呼 ば れ 、 将 来 のュ ビ キ夕スネ
ッ ト ワ ー ク社会を支える重要な技術の一つと考え

られます。

2. ア ド ホ ッ ク ネ ッ  ト ワークの研究開発課題

ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク で は 、 従 来 の ネ ッ ト ワ

ー ク を 構 成 す る た め の イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ の 構

成要素である基地局やル一夕などの機能を各P D A

などの携帯端末  ( ノ ー ド )  に持たせ、必要に応じ

て中継や経路選択を行う必要があります。

従来、  ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク は 、 軍事用や高

速道路での車車間通信などでの応用を中心にいろ

い ろ な 研 究 が 行 わ れ て き ま し た 。 特 に 、 無 線 チ ャ

インフラ

線からの解放移動距離の拡大
図 1 通 信 形 態 の 変 遷

ユビキタス
ネットワーク社会



ネルを共有し、  効率よ  く デ一夕転送をす る ための

メ デ ィ ア ア ク セ ス 制 御 * ( M A C )  プ ロ ト コ ル * * 、

お よ び 動 き 回 る ノ ー ド か ら な る 流 動 的 な ネ ッ ト ワ

ー ク ト ポ ロ ジーに対応した経路選択を可能とする

ルーテ ィ ン グ * * *プロトコルの研究が盛んに行われ

てきま した 。

最近では、  ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー クでは必須で

あ る中継のための電力を節約する こ と や 、  ノ ー ド

が集中した場合の同時通信数を増やすための周波

数有効利用のために、  特定の方向にビー ム を 集中

できる指向性アンテナの研究が進み、  こ れ を 用 い

た M A C プ ロ ト コル 、  ルーテ ィ ン グ プ ロ ト コ ル 、 お

よ び こ れ ら に 基 づ く ネ ッ ト ワー クの構成法の研究

が必要 となって き ます 。  この他 、  ア ド ホ ッ ク ネ ッ

ト ワ ー クの実現のための要素技術としては 、  アー

キ テ ク チ ャ 、  ト ラ ン ス ポー ト レ イ ヤ 、 物理 レ イ ヤ 、

セ キ ュ リ テ ィ 、  ア プ リ ケー シ ョ ン 、 エ ネ ル ギ 一 管

理など多岐にわたっています。

3 . 経 済効果

今後来るユビキ夕ス社会においては ,  あ ら ゆ る

ものに小さな計算機が埋め込まれ ,  それ らが通信

しあい、  ネ ッ ト ワー ク を 構成す る こ と に な り ま す 。

ウ ェ ア ラ ブ ル な 端末機器 ( 小 さ な 計 算機が埋め込

まれた服や時計 ・ メ ガ ネ ・ 指 輪 な ど )  と 身の回 り

の小さな計算機が埋め込まれた端末 ( 机や イ ス ・

食器棚 ・ 冷蔵庫 ・ 車な ど )  ・ 人 間社会に入 り 込む

で あ ろ う 各 種 ロ ボ ッ ト な ど と の 間 の 、 あ る い は そ

れ ら 同 士 の 間 の ネ ッ ト ワー ク 技 術 と し て ア ド ホ ッ

ク ネ ッ ト ワ ー ク は 最 有 力 で あ る と 考 え ら れ ま す

( 図 2 ) 。

携 帯 電 話 に よ る デ ー タ通信市場の予測では20 0 5

年には 3 兆 円規模 と な る と い わ れ て い ま す 。  2010

年以降に実現されるュ ビ キ タ ス ネ ッ ト ワー ク 社 会
におい て は 、  端末数が現在よ り も一桁以上増え 、

恐 ら く 十兆円規模は下 らない市場 と な るで し ょ う 。

こ の う ち の数パーセ ン ト を ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー

ク 技術が支え る と し た場合に も 、  ア ド ホ ッ ク ネ ッ

ト ワー クを利用した通信の市場は年間数千億円規

模 とな る こ と が期待 されます 。

〇

〇

〇

〇

Ubiquitous networking

図 2  Ubiquitous networking

* メ デ ィ ア ア ク セ ス 制 御 : 2つ以上の通信を同一
の周波数の電波で行なう ときには、それら電波

が存在する空間領域に重なりがあってはならな

い。 そのため使用する空間の割り当てに関する

ルール。

* *  プロ ト コル : 約束ごと 。取 り決め。
* * * ルーテ ィ ン グ : 電波が直接届く相手に対しては
直接電波のやり取りを行な う 。  しかし 、直接届

かない相手の場合は、  中継の相手を経由して通

信しあう。その経路の選択を行なう上でのルー

ル o

l- 一、
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ユビキタスネットワーク社会における音声インターフェース :
コーパスペース音声合成
Corpus-ba sed  Speech Synthesis in Ubiquitous Network Society
合 成 音 声 と ぃ う と 、  従来は  「口 ボ ッ  ト ボ イ ス 」  を連想しがちで したが 、  近年大
量の音声 ・言語デー タ を 背景 と し た 「コ ー パスペー ス音声合成」 技術の進展に
よって白然性が大幅に向上し 、 力一ナビ 、 CT l、 Web/電子メ ール読み上げとい

った商業的に重要な応用も射程に入つてきました。

Although synthetic speeoh haslong been regarded as"robot-l ike voice",recent

progress of corpus-based techniques,based onlargel inguist ic  and speech
corpora, enab l e s  such realistic applications as oar-navigations, C T l , and web/e-
mailreaders .

1 .  はじ、めに

音声言語には 、人間に と っ て最 も基本的な情報

伝達手段であり 、特別な訓練が不要で手や目を使

う 他 の 仕 事 を し な が ら で も 使 え る と い う 利 点 が あ

る た め 、  音声言語は人間一機械間の情報伝達手段

と して も理想的です。今後ユビキ夕スコンピュ ー

テ ィングが社会に浸透すれば、音声言語の重要性

は ま す ま す 高 ま っ て い く で し ょ う  ( 図 1 ) 。 近年 、

機械→人間の情報伝達である音声合成の新しぃ方

式 で あ る コーパ スベー ス音声合成が急速に広ま り

つつあります。  コーパスベー ス音声合成とは 、簡

単に言えば、  人間の生の声を大量に録音しておき、

その中から音声の断片を取 り出して滑らかにっな

ぎ合わせ る こ と に よ っ て 、 任意の文の音声を合成

する技術です。  こ こ で は 、  この コーパスベー ス音

声合成に焦点を当てて、  概要と研究動向にっい て
述べます。

音声合成が商用化されたのは、  1 9 8 0年代の初め

です。  それ以来地道に音質の改良が続けられてき

ま したが 、 「 ロ ボ ッ ト ボ イ ス 」 の域を抜け出すこ と

がで き ず 、 本格的 な利用には至 り ま せ ん で し た 。

と こ ろ が 、  こ こ 数年 コーパスベー ス音声合成の音

質が急速に向上し、  カ ーナビ、C T I ( - :1>用語 ) 、 電

子 メ ー ル読み上げ、  といった商業的に重要な応用

も射程に入つてきま した 。  さ ら に 、  コーパスべ一
ス音声合成には、  音声を録音すれば比較的簡単に

話者 を 増 やせ る と い う 特 長 が あ る た め に 、  さ ま ざ

まな声優の声を使い分けたり 、  病気で声が出せな

くなった人の健康なときの声で発声を代行したり 、

あ る いは 、 特注の声の作成 を請け負 う と い っ た新

音声言語コミュニケー ション研究所

河井 恒

テレビ 'et.・る ?

図 1  本当のお母さんの声に似た声

しぃ展開が可能になりっつあります。

2 .音声合成のしくみ

日本語音声合成の仕組みは 、概略図 2 の よ う に

な っ て い ます 。 入力は 、 H T M L タ グ な ど を 取 り 除

いたべ夕書 きの テ キ ス ト です 。  こ れ に 対 し て 以下

の処理を段階的に行います。

( 1 ) 形態素 ( -::1>用語) に分解します。

( 2 ) 辞書を参照して読みとァ クセン トを生成します。

複数の形態素が複合語を形成したときのアクセ

ン ト 変 化 ( ア ク セ ン ト 結 合 )  などは、変形規則

を適用して処理します。

( 3 )声帯振動の基本周波数、および音素 (-:1>用語)

の時間長を決定し、  自然な音員、律 ( ア ク セ ン ト 、

イ ン ト ネー シ ョ ン 、  リ ズ ム )  を実現します。

(4) 一つ一つの音素に音色を与えます。 人間が,i1l1 ・
舌 ・唇 を使つて行 う調音に相当し ます 。一 a m -テキスト→ 単語へ分解→ 読み作1a持ントを→ 生難装る → 生藤装る → 合成音声
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3 .  コーパスペース音声合成

従来方式の特徴と欠点

従来方式の特徴は、  (1 )  音色の生成に用い るデ

一夕の量が少ない (数百音節程度 ) 、  ( 2 ) 研究者が

少数のサンプルを分析して、  韻律生成モデルを作

成する 、  と い う点にあ り ます 。音声が持つ情報の

骨格 を捉 え る こ と に は成功 し てお り 、 内 容が理解

で き る 合 成 音 声 が 得 ら れ る も の の 、 デー タが少な

い こ と の 結 果 と し て 、 音 声 が 持つ情報 の複雑 ・ 多

様な部分は取 り こ ぼ し て お り 、  自然性に欠けるロ

ボ ッ ト的な合成音声にな り ます 。

コーパスペー ス方式の特徴と利点
こ れ に対 し て コーパスベー ス方式は、 大量のテ

キ ス ト デ一 夕 ・ 音声デ一夕の存在を前提 と し 、 統
計的モデルと機械学習の手法を導入します。  近年

のcPuの劇的な性能向上、  記憶装置の容量増大に
よ っ て こ の特徴が実現可能 と な り ま し た 。 本方式

では 、音声が持つ情報の複雑 ・ 多様な部分をシス

テ ム に 取 り 込 む こ と が で き る の で 、  自然性の高い

音声を合成することが可能です。

コーパスペー スの韻律的特徴生成
大量の音声デー タに内在する韻律の規則性、す

な わ ち単語の ア ク セ ン ト 型 、 係 り 受 け 関係 な ど の

言語情報と韻律的特徴の対応関係を機械学習しま

す。 音声認識の標準的な手法であるHMM  (=1>用語)
を用いる方法が音質面では現時点で最有力です。

コーパスペー スの音色生成

録音した音声の断片  (音声素片)  を接続して音

声を合成する手法が、  現在の と こ ろ 音質面で有望

です。  この技術の要点は、  目標 とす る韻律的特徴

に適合し 、  なおかっ接続点の不連続感が目立たな

い音声素片を選択するこ とです (素片選択 ) 。 その

ためには 、  大量の ( 数 ̃ 数 1 0 時間 )  音声が必要な

のは当然 と し て 、  素片選択のための評価関数を人

間の聴覚心理特性に近づけることが重要です。

コーパスペー ス音声合成の課題

コーパスベー スの音声合成では、  音声デー タ の

量 が 増 え る ほ ど 原 理 的 に 音質 が 良 く な り ま す が 、

ど こ ま で 大 き く す る か が 問 題 で す 。 な ぜ な ら 、 音

声 デ一 夕量が增えるにしたがって音質向上への寄
与が急速に小さ く な るか らです 。実用的な見地か

ら は 、  開発 コ ス ト を 見 積 も る た め に 、  どの程度の

デ一夕量があればどの程度の音質が得られるのか

を予測する手段が必要です。  同時に、  与え ら れ た

デ一夕量の条件の下 で 、 最 も 音 質 を 高 め ら れ る よ

う な音声コーパスを設計する手法を開発する こ と

も重要な課題です。

4. 実際のコーパスペース音声合成システム

英 語 用 の シ ス テ ム で は 、  A T & T の N a t u r a 1

voicesTM [ ' ]が最近、  音質 と価格でセンセー シ ョ  ン を
巻 き 起 こ し ま し た 。  日 本 語 で は 、  L & H 社 の

RealSpeakT M ( 日本語版 ) が高音質でしたが 、  同社

は最近S c a n S o f t社に買収されました。  こ の 他 、 東

芝のシステム [2] も音質が良いように思われます。

A T Rでも高品質な日本語音声合成システムの研

究開発に取り組んでいます。  このシステムは 、  音

声素片接続方式による音色の合成と、  H MMに基づ

く 韻律合成を基本 と し てい ます 。音声デ一 夕の規
模は 1 0 0時間程度になる予定ですが、  適正な規模

の決定と効率的な音声コーパスの設計手法も研究

課題です。  また 、  中国語の音声合成にっい て も 同

じ枠組みで研究開発を進めています。

5 .  コーパスペー ス音声合成は肉声に到達できる
か ?

最新のコーパ スベー ス音声合成の音は、  従来方

式に比べてか な り 自然 で滑 ら か に な り ま し た が 、

それでも音声素片間の不連続感が残つています 。

筆者の予想では、  この不連続感を完全に解消する

のは不可能と思われます。  なぜな ら 、  音質を求め

て 音声デー タ を 増 や す と 、 声 質 の 変 化 と い う 、 音

質を下げる要因が無視で きな く な る か らです 。  ま

た 、 読 み ・ ア ク セ ン ト の 生 成 にっい て も 、 人 間 並

みの精度に到達するのは相当に因難でしょ う 。

ただ 、反響のあ る室内 、雑音の大 き ぃ場所 ( 自

動車内、雑踏 ) 、周波数帯域の狭い通信路 (電話 )

では 、 不連続感は目立 ち に く く な り ま す し 、 発 声

内 容 が あ る 程 度 制 限 さ れ て い れ ば 、 読 み ・ ア ク セ

ン ト の 誤 り も 生 じ に く く な り ま す 。 そ う ぃ う 意 味

では 、  肉声の一歩手前までは到達でき、  従来の方

式に比べる と実用的な応用範囲はかな り広がるは

ずです。

音質 を さ ら に 肉声の領域に ま で高め る に は 、 人

間の聴覚心理特性、言語処理機構、音声生成機構

にっいて理解を深める必要があるで し ょ う 。

参考U  RL

[1]http://www.naturalvoices.att.com

[2]http://www.toshiba.co.jp/mmlab/index_j .htm
用語

【CTI】 Computer Telephony Integration

【形態素】 意味を持つ最小の言語単位

【音素】 言語音声の最小の単位

【HMM】H i d d e nMa r k o v  M o d e l 。時刻と と もに変化するラ

ンダム系列のモデル。  ある時刻 t + 1における変数は、  時

刻tの状態のみに依存する。

【統計的モデル】  観測対象を統計的性質に着目して記述

するモデル。

【 機 械学習 】 デー タに内在する規則性を自動的に発見 ・

習 得 す る こ と 。
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A T Rは 、  昭和 6 1年に設立されま  した。  設立以来、 音声翻訳技術やヒューマ

ン コ ミ ュニケシ ョ ン メ カニズムなど 、電気通信分野における基礎的 、独創的研

究を精力的に推進して き ま し た  ( 詳 し く は 、  「基礎研究一 1 5 年のあゆみ」 の
A T R リ ー フ レ ッ ト を ご 参照下 さ い ) 。

ATR設立当初は、 優れた研究論文を発表して世界的にも一目置かれる研究所

になるこ と 、 A T R を この分野の国際的な研究交流の場とするこ と 、一流の研究

人材を育てるこ と等が大きな関心事であ .り ま し た 。 そ し て 、多 く の関係者のご

協力、  ご支援をいただきなが ら精力的に研究活動を行 う こ と に よ り 、 A T R は世

界的にみて も  「coE ( セ ン 夕 一 オ ブェ クセレンス ) 」  と し て高い評価を受け る
までにな り ま し た 。

一方、 研究成果の活用にっいては 、  やや不得意な と こ ろがあった訳ですが 、  平成 5年 4 月に  「開発室」 を
設置して成果展開の推進母体を作りました 。 この 「開発室」 設置を契機に、基盤技術研究支援制度による
研究開発会社である研究部門への効率的なサポー ト実施のほか、  ソ フ ト ウ ェ ア ・ デ ー タ ベー スなどの研究

用 ツールの販売や音声コンテンツサー ビスの提供、特許実用化のプロモー シ ョン活動等に力を入れてきま

した。

そ し て 、  この間、 「開発室」 か ら  「開発センタ」へと 組織変更が行われま し たが 、今年 ( 平成 1 4 年 ) 5 月
1日には、  「開発セン夕」 か ら  「技 術 リ ェソ' ンセ ン夕」へと組織名称を変更して、機能の一層の充実 ・ 脱皮
に 努 め る こ と に な り ま し た 。  この名称変更は、基盤技術研究支援制度の見直しなどA T Rを取り巻く状況が

大き く変動 してい るなかで 、 A T R と 出資会社を始めパー ト ナ一企業との結びっきをよ り一層緊密な もの と

し、A T Rの研究部門とパー トナ一企業との間の 「橋 渡 し ( リェゾン ) 」 の役割を大いに果たすことを日的と
して行われたものです。

研究部門と  「技 術 リ ェ ソ ゛ンセン夕」 が両輪 と な っ て活動す る 、 そ し て 、 A T R の さ ま ざ ま な研究成果を社
会 の お役 に 立 て る よ う に す る 、  こ れ が 「技 術 リェソ ゛ンセン夕」 に課せられた使命であ り ます 。

平成 1 0年 8月に 「大学等技術移転促進法」 が施行 された こ と が契機 と な っ て 、 各地に T L 〇 ( 技術移転機
関 ) が設立され 、大学等の研究成果を活用するための技術コンサル夕ン ト 、情報開示、特許出願支援、  ラ

イセンス契約などの事業が本格化しっつあります。「技 術 リェゾ ン セ ン夕」 は、それらの活動の教訓を学び、
かっ 、 A T Rにふさわしぃ技術移転体制を早期に確立するこ とにしています。  そのため、 T L〇活動を行 うた

めの人材の確保や、  皆様方に成果を分かりゃすくご紹介するための体制整備等に着手しっつあります。

従来はと もすれば、  他の研究機関からの受言t開発や音声コンテンツサー ビスなどのインキュべー シ ョ ン 、
研究用ツールの販売が主でありましたが、  今後はATRのすべての研究部門の成果を  「実用製品へ結びっけ

る」 ための総合的な技術移転活動にも注力するため、  特許権の公開を含む研究成果の情報開示や、  製品化
のための技術相談、 そしてライセンス契約締結のための相談などを総合的に行う体制作りをする予定です。

こ う し た こ と で 「技 術 リェ ソ ゛ンセン夕」 は 、 A T R 研究部門 とパー ト ナ 一企業 と の橋渡 し 、 す なわち 、 成
果利用のサポー ト役、  知的財産に関するセールスマン役として皆様のご期待に応えたいと思つています。

沿革

技術 リエソンセンタから

H5年4月に研究支援、成果展開活動の実施主体として「開発室」を設置
H14年5月「技術リェゾンセンタ」へ名称変更=,技術移転・リェソ-ンを強化

「開発センタ」 から  「技術リエソンセンタ」 への脱皮

技術リェゾンセンタへの脱皮

技術 リェゾンセンタ長
内田  國 昭

A'「;t
技術リェゾンセンタは成果利用のサポート役
&知的財産権のセールスマン役
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$注日特許$

日本特許第3210649号 「自律移動口ボッ ト」
(出願日 : 1 9 9 9年 1 1月 2日 )

【発明の概要】

こ の発明は 、人が近づいて きた こ と を検出する と と も にその人の顔の

向 き を 判定す る自律移動 ロ ボ ッ ト を 提供す る も の で 、  こ の ロ ボ ッ ト は 、

人が携帯した信号源が発する信号から人の存在を検出し、  その信号の到

来方向から人の位置を検出してロボッ ト をその人の方向に向ける と同時

にその人の顔の向きを判定する機能を備えている。

【期待される効果】

例えば展示会場におけ る案内 ロ ボ ッ ト や 警備 ロ ボ ッ ト な ど におい ては 、

企画部 知的所有権管理担当

担当部長 荒木 晃司

案内や警備の対象となる人の位

置や顔の向きに よ って 、  指示を出した り誘導した りする方法が異なる場合がしばしばある 。  そ の よ う な 場

合、  この発明ロボッ トは 、人を検出する とその人の方向に向く と同時に顔の向きを検出する機能を備えて

い るので 、  人の位置や顔の向きに応じた適切な案内や警備を行うこ とができる 。

新し く登録された特許  (2001.7.0 1 ̃ 2 0 0 1 .1 2 .31 )

特許番号

(登録日)
発明の名称

. 発明者

日本特許3207682

(2001.7.6)

3次元運動推定装置および方法 志沢雅彦

日本特許3210649

(2001.7.13)

自律移動ロボッ  ト 今井倫太小野哲雄  高田司郎 石黒 浩 西 村 竜 一

野 間 春 生 杉 原 敏 昭 宮 里  勉 中津良平

日本特許3215058

(2001.7.27)

演奏支援機能付楽器 西本一志

日本特許3225113

(2001.8.24)

周波数 ミキサ装置 D.Pol i fko 小川博世

日本特許3229939

(2001.9.7)

メ デ イ ア 変 換 装 置 宮里  勉

日本特許3230653

(2001.9.14)

自律進化型システム設計方法および装置 邊見 均

日本特許3235999

(2001.9.28)

表示装置および表示方法 金子寛彦 Philip M Grove

米国特許6300983

(2001.10.9)

観察者自身のin s i t uな画像を取り込んだ万華

鏡像を生成できる電子万華鏡装置

統計的シーケンスモデル生成装置、  統計的

言語モデル生成装置及び 音声認識装置

Sidney Fels 間瀬健二

米国特許6314399

(2001.11.6)

Deligne,Sabine 匂坂芳典 中嶋秀治

米国特許6317253

(2001.11.13)

光増幅装置 宮崎哲弥唐沢好男  吉田  実 御 前 俊 和

米国特許6330358

(2001.12.11)

文字切り 出し装置およびこれを用いた文字

認識装置

長石道博

カナダ特許2210826

(2001.11.6)

平滑化スぺク トログラムを用いる周期信号変

換方法、 位相調整成分を用いる音変換方法

及び最適な補間関数を用いる信号分析方法

ニュー ロ セ ル フ ォー ト マ ト ン お よび最適化
装 置

河原英紀 増田郁代

カナダ特許2217 3 1 3

(2001.7.10)

Felix Gers Hugo deGaris 邊見  均

EPC 0593844

(2001.10.31)

文字認識装置 長石道博
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海外での音声翻訳技術(S p e e c h-t o-S p e e ch )研究開発の動向
話し言葉を認識 ・ 翻訳して 、  異な る言語 を話す人 と の コ ミ ュ ニ ケー シ ョ

ンを可能とする音声翻訳技術の研究開発は、  コンピュー タの能力向上など

の 周 辺 技 術 の 進 展 に も 支 え ら れ 、 大 き く 進 歩 し て き ま し た 。  日本では 、

A T R を中心に研究が行われ、  日本がこの分野の研究を先導してきま した 。

これを受けて、海外でもドイッのV e r b m o b i 1 プロジェク トなどの大型の研究

プ ロ ジ ェ ク ト が 実施 さ れ て き ま し た 。

近年、  共通貨幣制度ユー ロ の 導 入 に 象 徴 さ れ る よ う な Euの一層の政治
的 ・ 経済的な統合 と東 ヨ ー ロ ッ パへの拡大に伴い 、多言語に よ る コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン を効率的に可能 とす る要望は益々強まって きてい ます 。一方 、

ア メ リ カ で は こ れ ま で 、  英語が経済社会の実質的な世界共通語であること

か ら 、 他言語 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョンを支援する技術の開発には比較的冷

淡でした 。  しか し 、地域紛争の増加 、 9月 1 1 日に象徴されるテロの脅威を

'llil'・l
音声言語コミュニケーション

研究所

山本  誠一

受けて、  安全保障と  しての他言語とのコ  ミ ュニケー シ ョ  ン技術の重要性が急激に認識されっつあり  ます。

こ の よ う  な こ と か ら 、  音声翻訳技術の研究開発に関する捉え方も変わってきています。

この よ う な動きを敏感に提えて 、  7 月 8 日 か ら 7 月 1 2 日 ま で フ イ ラ デル フ イ ア のぺ ン シルバニ ア大学  (写

真参照) で開催されたACL (A s s o c i a t i o n  of  Computa t i ona lL i ngu i s t i c s )では、音声翻訳に関するワー ク シ ョ ツ

プ (s2s ワー ク シ ョ ッ プ ) が 併 設 さ れ 、  ワー クシ ョ ップのパネルの場を中心に音声翻訳技術を取り巻く世界
の動向と音声翻訳の研究開発動向が紹介されました。音声翻訳に関するワー ク シ ョ ッ プ で 紹 介 さ れ た 話 を

中心に、  海外での音声翻訳技術の研究開発の最近の動きにっいてご紹介します。

ぺンシルバニア大学

1 .  Speech -to-Speech ( S 2 S )  ヮー クシ ョ ップの概要
本 ワー ク シ ョ ッ プ で は 、  AT Rの隅田主任研究員が冒頭の招待講演者として、  A T R で進めている言語翻訳

技術である c3にっいて講演しました 。以降、  1 6件の発表があり、  そのうちA T Rからは隅田主任研究員の招
待講演を含めて3件の研究発表を行い、  本分野におけるA T Rの活発な活動状況を示すことができました。

ワー ク シ ョ ッ プ の最後には 、  音声翻訳技術の将来の研究方向に関するパネルが設定され、  私を含めた各

国 か ら の パ ネ リ ス ト  (Dr . L a z z a r i ( I TC )、D r. A n d e r s o n ( A F R L ) 、D r . B a s s ( DAR PA ) 、D r . Ho11and (ARL)、

D r . N a h a m o o ( I B M ) 、 D r. R i c c a d i ( A T & T ) 、 D r . V a r i l e ( E U ) ) が研究動向の紹介と今後重要と考える研究項

目に関して意見を述べ 、議論を行いました 。  ワー ク シ ョ ッ プ に は ア メ リ カ 、  ヨー ロ ッ パ 、  日本、  ア ジ ア か

ら約5 0名の参加者があり、  盛況でした。

2.  ヨ一口ツパでの研究動向

E U では言語を異にする国家の間題を抱えている こ とか ら 、  文書を多言語に翻訳する技術の研究開発には

従来から熱心でした。  しかし、  話し言葉の翻訳にっいては 、  日常生活で複数の言葉を必要とする人は、  学

習や日常生活で自然と話し言葉の能力を習得するためか、  ド イ ッや イ 夕 リ ァ と ぃ っ た 一 部 の 国 を 除 い て 、

日本と比べて精力的な研究は行われていませんでした。  しかし、  先に述べたE Uの東方展開などにより 、  域

内の言語数は 1 5 に增加するこ となどから 、近年 、 N EsPoL E プ ロ ジ ェ ク ト な ど Euの複数の研究機関の協力
による音声翻訳の研究開発にも力を入れ始めてきていました。

こ の よ う な動 き を受けて 、パネルでは 、  イ タ リ ア I T C の D r . L a z z a r iから今年末から開始される予定である

欧州にわたる s2sの研究プログラムT C - S T A Rを紹介されました。本研究プログラム研究期間は5年間で、研
究テーマは、  A T Rが現在進めている研究テーマ と極めて類似しています  ( た だ し 、  A T Rでも研究計画を立

て ま し た が 、  諸般の事情で現在研究を縮小している  「講演の音声翻訳」 も含まれています ) 。研究予算は、
Ec委員会から約40百万ユーロ (日本円にして年間8億円)、  またほぼ同額を産業界などから予定しています。

1 4 AITR Journa1 48号 FALL 2002



なお、  研究機関としては、  ITC  ( イ 夕 リ ア ) 、  カールスルーエ大学 ( ド イ ッ ) 、  L IM S I  ( フ ラ ン ス ) 、  バルセロ

ナ大学 ( ス ぺ イ ン ) 、 E L R A な ど が予定 されてお り 、 産業界か らはシー メ ン ス 、 I B M ヨ ー ロ ッ パ 、  ノ キ ア 、

独 ソ ニーが予定されています。  なお、  T C - S T A R の前段となる予備検討プロジェ ク トである Tc-sT A R-P は 1
百万ユーロ (日本円にして1億円 )  の予算で 、本年 8月から開始されこ と と なっています 。なお 、 Tc-sTAR
の関係者からは、  アジア圏の言語との音声翻訳をも視野に入れて、  A T Rとの研究協力の打診が既に寄せら

れています。

3 .  ア メ リ カでの研究動向

ア メ リ カ では 、英語が世界の共通言語であ る と の認識か らか 、 ス プー ト ニ ク ス シ ョ ツ ク の 後 な ど の 一 時

の期間を除いて、  翻訳技術の研究開発には消極的であり、  音声翻訳は cMu などの一部の研究機関を除いて、
精力的な研究は実施されていませんでした。  勿論、  米韓両軍の共同運用を想定して、  韓国語と英語の音声

翻訳技術の研究や、  ヒ ス パ ニ ツク系住民の增加を受けて英語とスぺイン語の音声翻訳の研究などは行われ

ていま したが 、強力に推進する と ぃ った こ とはあ り ませんで した 。今回のパネルでの特徴的な事項は 、パ

ネ リス トの うち 3名が米軍関係者 ( D A R P A 、 A i r F o r c e  R e s e a r c h L a b 、A rm y R e s e a r c h L a b )であり、音声翻訳

の 軍への利用にっいての研究が積極的に進められている状況の説明があったこ とです 。  図に示す ょ う な 、

「イ ン テ リ ジ ェ ン ト ソ ル ジ ャ ー」 の装備の一環としての音声翻訳技術の取り組みで
す。 3 名のパネ リ ス ト の説明からは 、  3機関は連携して研究開発を進めており、  主

な対象は捕虜の取扱い、 難民への対応など話題は限定されていますが、 雑音対策が

重 視 さ れ て い る こ と 、  どのよ うな姿勢でも利用可能なこ となど 、軍用の特徴を表し

た研究がな されてい ま し た 。 言語 と し ては 、英語 とパシ ュ ト ゥ ン語 、ぺルシ ャ語 、

ク ロアチア語など 、  状況を象徴的に表している言語対が挙げられていました。

なお、  ヒ ス パ ニ ツク系の人々の増加で、  英語が使えなぃと十分な医療を受けら

れ な い こ と な ど か ら 、  英語とスぺイン語の音声翻訳特に診断や医療に話題を限定

した音声翻訳の研究は必要とされていますが、  こ の よ う な 応 用 分 野 で は ア メ リ カ

政府からの公的な研究資金を受けることの困難性が、  一部の ア メ リ カ の 研究者か

らは非公式の場で言舌されていました。

4 .  中国での研究動向

今回のパネルではパネ リ ス ト と し て招待 されなかったので発表はあ り ませんで

したが、  中国では2 0 0 8年に開催予定の北京オリンピックを中国での情報処理技術

の発展を世界に示す絶好の機会と考えており、  「デジ夕ル北京」 と い っ た プ ロ ジ ェ
ク ト を 想定 し て い ます 。  こ こでは 、世界中から集まる観光客に 、情報処理技術を

使用して、各種の情報提供サー ビ ス 、 案内 な ど を行 う シ ス テ ム を想定 し てお り 、

その大きな目玉として 、  中国語と世界各国語との音声翻訳技術を提供することを

考えています。  A T R が 中心 メ ン バーである音声翻訳技術の研究開発に関する国際

的な研究 コ ン ソー シ ア ム で あ る C-S T A R に対 し て も 、  研究協力の打診が中国の関
係者から寄せられています 。 図 インテリジェントソルジャ ー

こ の よ う に 、  世界の動きを受けて 、  音声翻訳の研究開発は活発化してきています。  招待講演者と  して

A T Rの研究者が招待されるなど、  音声翻訳分野のパイオニアー としてのA T Rの名前は依然極めて高いもの

がありますが、海外での研究活動の活発化を受けて、一層の研究の活発化を図ると と もに 、 A T R を中心に

組織されている音声翻訳技術の研究開発に関する国際的な研究コンソー シ ア ム で あ る c-sT A R な ど を通 じ
て、  世界のこの分野の研究活動を先導していく必要性を再認識しました。

なお、  この研究活動を先導していく活動の一つとして、  A T R が K Tcのご支援を受けて開発した数十万文
に及ぶ日英話し言葉対訳コーパ ス を 、 C-S T A R の メ ン バーに公開して 、共同で韓国語 、中国語 、 イ夕 リ ア語 、
フ ラ ン ス 語 、  ド イ ッ語などの多言語化を進めるプロジェ ク トが開始されました 。

ACL2002の概要

AcLはコンピュ一夕言語処理に関する国際会議で、  レベルの高いことで知られています。  今回の会議は、 ぺンシ
ルバニア大学で開催され、  今までで最高の出席者数約7 0 0名を数えました。  こ こ 数 年 AcLの年次大会では統計的
な言語処理の件数が増加しており、  今回は発表件数の約5 0 %が統計的な言語処理に関する内容でした。  今回特

徴的と感じられたのは、B o o t s t r a p p i n gのセッションが設けられていたこと、大域的特徴 ( G l o b a l f e a t u r e )  を考慮

した統計的モデル化に関する研究がいくっかみられたことが挙げられます。

なお、  次回のACL20 0 3は札幌で、 2 0 0 4年はスぺインのバルセロナで開催予定です。  以上
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適応コミュニケーション研究所

1. 「ヶータイ国際フォ ーラム」  出展
http://www.itbazaar-kyoto.com/forum/index.htm1
世界のケー タイ産業の振興とケー タイを核とした人々の生活向上を目的として、 「 ヶ一夕イ国際フォ ー ラ

ム」 が 3 月 2 6 日 ̃ 2 8 日 の 3 日 間 、  け ぃはんなプ ラザを始め とす る 5 会場で開催 されま し た 。  A T R も 通 信 ・
放送機構の民間基盤技術研究促進制度で研究を進めている 「パーソナル無線 リ ン ク の研究開発」 に関して、
エスパアンテナを用いた自動追尾ロボッ トおよび腕時計型送信機を出展しました。

人命救助
災害現場で被災者
のほうへ誘導する

1
〇 0

-.・l l--

自走式買t、物力一ト
重いカートを持たな<
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取 , - 1
電 '言
( ( ,通 、

ぺッf-型'口ポ、
飼い主(持ち主)のほうへ t
向かったり、ついて歩く _
』 、、4t 1
組 _', -.
a - ●eo

2. 「NTT-AT TECHN〇 FA IR 2 0 0 2」 出展  (NTT-AT様)
http://www.ntt-at.co.jp/fair/2002/index.htm1
NTTの研究所で培われた研究成果をベー スとした情報通信分野のビジネス展開を目的として、  「NT T-A T
TEcHN〇 FA I R 2 0 0 2」 が 6月 1 8日 、 1 9日の 2日間、東京 ・ 新宿 N S ビルで開催されました 。  A T R も 通 信 ・ 放
送機構の民間基盤技術研究促進制度で研究を進めている  「パー ソナル無線 リ ン クの研究開発」 に関 し て 、
エスパアンテナを用いた自動追尾ロボッ  トおよび腕時計型送信機の開発元として出展しました。

試作品

電波発信機microBeacon

試作品

電渡到来方向探知機

試作品

自動追尾口 ボ ッ ト の お も ち ゃ

3. 「第5回組込みシステム開発技術展」 出展  (力ネポウ様、  日放電子様)
http://www.reedexpo.co.jp/ESEC/japanese/index.htm1

組み込みシステム開発に必要な日ごろ抱えるさまざまな課題を解決

す る こ と を 目 的 と し て 「第5回組込みシステム開発技術展」 が 6月 2 6
日 ̃ 2 8 日 の 3 日 間 、 東 京 ビ ッ ク サ イ ト で 開 催 さ れ ま し た 。  A T R も 通

信 ・ 放送機構の民間基盤技術研究促進制度で研究を進めている 「パー
ソナル無線リンクの研究開発」 に関して、  エスパアンテナを用いた自
動追尾ロボットおよび腕時計型送信機の開発元として出展しました。

工スパアンテナで移動方向追跡

00さんは、食堂に向かっています,,

l -an a車橋子に 5 ・
発信器を装着
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4. 「テ ク ノ  ト ラ ン ス フ ァ一 2 0 0 2 i nかわさき  (第15回先端技術見本市)」 出展  (日放電子様)

http://www.ktpc.or.jp/ttk2002/index.htm1

高度な先端技術を通 じて地域産業の育成 、振興に貢献する こ と を目的 と し て 「テ ク ノ ト ラ ン ス フ ァ ー
2 0 0 2 i n か わ さ き」 が 7 月 2 4 日 ̃ 2 6 日 の 3 日 間 、 か な が わ サ イ ェ ン ス パー ク で 開催 さ れ ま し た 。  A T R も 通
信 ・ 放送機構の民間基盤技術研究促進制度で研究を進めている  「パー ソ ナル無線 リ ン ク の 研究開発」 に関
して、  エスパアンテナを用いた自動追尾ロボッ トおよび腕時計型送信機の開発元として出展しました。

〇

〇

〇

〇

5.  第 1  回産学官連携推進会議に出展

産学官の研究協議、情報交換、対話 ・ 交流等を図

る た め 「第 1回産学官連携推進会議」 が 6 月 1 5 日 、
1 6日の 2日間、国立京都国際会館で開催されました。

A T R も 通 信 ・ 放送機構の民間基盤技術研究促進制

度で研究を進めてい る  「自律分散型無線ネッ  ト ワー
クの研究開発」 に関 し て 、 指 向性 を 用 い た無線 ア ド
ホ ッ ク ネ ッ ト ワー クの実験装置を出展しました。

技術 リエソンセンタ

■人名 ・ 地名音声デー タペースの販売開始

音声合成システム  『WizardVoice』 と の組合わせによ り 、  よ り 自然な音声を合成する こ と が可能 と な る音

声 デ ー タベー ス 『人名 ・ 地名音声デー タベー ス』 を平成1 4年 1 0月より販売開始します。

コールセン夕等に用い られ る音声自動ガイダン ス等において最適なパフ ォーマンスを提供いたします。

人間情報科学研究所

■ 「T H E ド ラえ もん展」へ出展
7 月 1 3 日 よ り 9 月 2 3 日 までの予定で 、サン ト リ ー ミ ュ ー ジ、アム [天保山 ] ( 大阪 )

で 開 催 さ れ て い る  「T H E ド ラ え も ん 展」 へ人間情報科学研究所の土佐尚子主任研
究員が  「助 け て ! ド ラ え も ん」 を出展 ・ 発表しました。  この作品は、  コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン を 動的に生成 され る物語 り と 捉 え 、  イ ン 夕 ラ ク シ ョ ン を 通 じ て コ ミ ュ ニ

ケー シ ョ ンを創発させる研究の一環と してシステム化した ものです 。特に 、  こ の

システムでは、 「相談」 を コ ン セ プ ト に 、  テ レ ビ 電話 を イ ン タ フ ェー ス と す る こ と
を特徴としています。  観 客 は 、 デ イ ス プ レ イ に映 し出 された ド ラ え も ん と対話す

る形で悩みご と を相談し ます 。  その時の声の調子から観客の感情が認識され、  ド

ラえ もんの解答が決定されます 。その解答は 「秘密カー ド」 と ぃ う 1 枚 の カ ー ド
と し て観客に手渡 され ます 。 夏休みが始 ま っ た こ と も あ り 、 連日た く さ ん の子供

たちが訪れ、  長蛇の列ができるほど大変な好評を博しました。
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平成 1 4 年 4 月 1 日 よ り 、  6月3 0日までの間の採用および退職の方々は以下のとおりです。

採用年月日 A T R所属 氏 名 出 向 元 等

2002 . 4. 1

2 0 0 2 . 4 . 1

2 0 0 2 . 4 . 1

2 0 0 2 . 4 . 1

2 0 0 2 . 4 . 1

2002 . 4 . 1

2 0 0 2 . 4 . 1

2 0 0 2 . 4 . 1

2 0 0 2 . 4 . 1

2 0 0 2 . 4 . 1

2 0 0 2 . 4 . 1

2 0 0 2 . 4 . 1

2 0 0 2 . 4 . 1

2 0 0 2 . 4 . 1

2 0 0 2 . 4 . 1

2 0 0 2 . 4 . 1

2 0 0 2 . 4 . 1

2 0 0 2 . 4 . 1

2002. 4 . 1

2 0 0 2 . 4 . 1

2002 . 4. 1

2 0 0 2 . 4 . 2 9

2 0 0 2 . 5 . 1

2002 . 5. 1

2 0 0 2 . 5 . 1

2 0 0 2 . 5 . 1

2 0 0 2 . 5 . 1

2 0 0 2 . 5 . 1

2 0 0 2 . 5 . 1

2 0 0 2 . 5 . 1

2 0 0 2 . 5 . 1

2 0 0 2 . 6 . 1

2 0 0 2 . 6 . 1

2 0 0 2 . 6 . 1

2 0 0 2 . 6 . 3

2002 . 6. 4

2 0 0 2 . 6 . 4

2 0 0 2 . 6 . 4

2 0 0 2 . 6 . 1 0

2 0 0 2 . 6 . 1 5

2 0 0 2 . 6 . 1 6

2 0 0 2 . 6 . 2 0

2002. 6 . 2 0

総務部担当課長

総務部担当部長

企画部部長

技術 リ ェ ソ ' ン セ ン 夕次長

メデ ィア情報科学研究所研究員

メデイア情報科学研究所研究員

メディア情報科学研究所主幹研究員

音声言語コ ミュニケー シ ョン研究所研究員

音声言語コ ミ ュニケー シ ョン研究所研究員

音声言語コ ミュニケー ション研究所研究員

音声言語コ ミ ュニケーシ ョ ン研究所研究員

人間情報科学研究所研究員

人間情報科学研究所研究員

人間情報科学研究所研究員

人間情報科学研究所研究員

人間情報科学研究所 研究員

人間情報科学研究所研究員

人間情報科学研究所 研究員

人間情報科学研究所 研究員

人間情報科学研究所研究員

適応コ ミュニケーション研究所研究員

適応コ ミ ュ ニ ケーション研究所研究員

総務部担当課長

総務部  担当主査

経理部担当課長

音声言語コミュニケーション研究所研究員

人間情報科学研究所 研究員

人間情報科学研究所 研究員

人間情報科学研究所 研究員

適応 コ ミ ュ ニ ケー ション研究所研究技術員

適応コ ミ ュ ニケー シ ョン研究所研究員

メ デ ィ ア情報科学研究所  研究員

音声言語コ ミュニケー ション研究所研究員

音声言語コ ミ ュニケー シ ョン研究所研究員

人間情報科学研究所 第二研究室長

人間情報科学研究所研究員

人間情報科学研究所研究員

人間情報科学研究所研究員

人間情報科学研究所研究員

人間情報科学研究所研究員

適応コ ミ ュニケー ション研究所研究員

人間情報科学研究所 研究員

人間情報科学研究所研究員

片岡昌明

若井浩

西田安秀

大西敏夫

小林裕一

出山敦祥

鈴木雅実

遠藤俊樹

山 下 洋 一

葦苅豊

徳 田 恵 一

湯田聴夫

森 本 淳

中 西 淳

CHENG,Gordon

井上寛康

和田充史

中 山 功一

CAPI,Genc i

吉 本 潤 一 郎

板谷聡子

V〇R〇B'EV,Alexander

工藤龍彦

中井康雄

亀山善文

土居誉生

ZHU,Chunyue

鈴木泰博

小野直亮

宮森良昌

FLEISCHMANN,Thomas

SW〇B〇DA,Nikolaus

北 研 二

金城由美子

矢野澄男

WADE,Keegan

LEUNG,Ch ing

TULI ,Tarun

〇ZT〇P,Erhan

吉 岡 琢

渡辺正浩

ELFWING,Ste f an

ERIKSS〇N,Anders

N T T フ ァ シ リ テ ィ ーズ

NTT

凸版印刷

ナナオ

KDD I

KDD I

立命館大学

メ デ ィ ア ッ ク ス

名古屋工業大学

京都大学

カ ー ネ ギー メ ロ ン 大 学

南 カ リ フ ォ ル ニ ア 大 学

産業技術総合研究所

京都大学

京都大学

京都大学

山形大学

奈良先端科学技術大学院大学

日本

ロシア

NTT

NTT

NTT

CSK

神戸大学国際文化部

東京医科歯科大学

科学技術振興事業団

日本

ド イ ッ

Indiana University

徳島大学

日本放送協会

University of  Victoria

University o f  Toronto

University o f  Calgary

University o f  Southern California

奈良先端科学技術大学院大学

三菱電機

Roya l I n s t .o f  Tech., S t ockho lm

Roya l Ins t .o f  Tech.,Stockholm
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退職年月日 転 出 先 氏 名 A T R所属

2 0 0 2 . 4 . 3 0

2 0 0 2 . 4 . 3 0

2 0 0 2 . 4 . 3 0

2 0 0 2 . 4 . 3 0

2002 . 4. 30

2002. 4 . 3 0

2 0 0 2 . 4 . 3 0

2002 . 4. 30

2 0 0 2 . 4 . 3 0

2 0 0 2 . 4 . 3 0

2 0 0 2 . 4 . 3 0

2 0 0 2 . 5 . 1 7

2002. 5 . 21

2 0 0 2 . 5 . 3 1

2002 . 6. 30

2 0 0 2 . 6 . 3 0

2 0 0 2 . 6 . 3 0

2 0 0 2 . 6 . 3 0

2 0 0 2 . 6 . 3 0

NTT

NTT

NTT

NTT

NTT

NTT

N T T

NTT

NTT

NTT

村田製作所

中国

Information Techno1ogy

中国

近畿日本鉄道

日本経済新聞社

NTT

KDD I

滝 野 公 一

前田康人

山 根 勝

吉野幸男

辻村富厚

糸井高明

矢野竟

熊 野 健 一

岡 田 実

前田直紀

古樋知重

胡 薇 薇

AUCLERC,Nico las

楊 克 虎

中 村 茂 一

松本賢司

白 井 論

増田小枝子

蓮池和夫

総務部

総務部

経理部

経理部

企画部

企画部

開発セン夕

メデイア情報科学研究所研究所

音声言語コ ミ ュニケー シ ョ ン研究所

適応 コ ミ ュ ニ ケー シ ョン研究所

適 応 コ ミ ュ ニ ケー シ ョン研究所

適応 コ ミ ュ ニ ケー シ ョン研究所

音声言語コ ミ ュニケー シ ョ ン研究所

適応 コ ミ ュ ニ ケー シ ョン研究所

総務部

音声言語コ ミ ュニケー シ ョン研究所

音声言語コ ミ ュニケーシ ョン研究所

人間情報科学研究所研究所

適応 コ ミ ュ ニ ケー シ ョン研究所

_ イぺント力レンダー ' l i i i l

1i l1 lu l… l l l l l 一川 l 川 l 川 l ii ,liiiii l l l i l l l
l l l

●ヨハネス ・ ラ ウ ド イッ大続領来訪 ( 平成 1 4年 7月 3日 )
2 0 0 2年 7月 3日、来日中のョハネス ・ ラ ウ  ド イ ッ大統領がA T R を訪問されました。  A T Rの音声言語コミ

ユニケー シ ョ ン 研 究 所 、 適 応 コ ミ ュ ニ ケー シ ョン研究所、人間情報科学研究所、  メ デ イ ア 情 報科学研究

所の研究内容をご覧になられました 。  最先端の独創的研究の内容を見学していただき、  深い関心を寄せ

ら れ ま し た 。

I l

年 月 学 会 ・ 賞 名 等

IEEE  Robotics and Automation Society
2 0 0 2 I E E E  Internat iona lCon ference  on

Robotics and  Automat ion Best  Paper
Awa rd

受 賞 者

Auke Ijspeert
中西  淳

Stefan Schaa1

夕 イ ト ル

"Movement Imitation with N onlinear

DynamicalSystems in Humanoid Robots"
2 0 0 2 / 0 5 / 1 4

※詳細にっいては  http://www.atr.cojp/journa1/index.htm1 を参照願います。
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●ATR研究発表会2002  を開催

平成 1 4年 1 1 月 7日  (木) ̃ 8 日  ( 金 ) の 2日間にわたり 、 A T R研究発表会 2 0 0 2 を開催

いたします。  みなさまのご来場をお待ち申し上げております。

問合先 T e 1 ( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 5 9  F a x ( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 7 8

E-mai1:expo@atr.co Jp URL:http://www.expo.atr.co.jp/

編集後記

今年の夏は例年になぃ酷暑で気温が体温を越える  日が何日  もあ り  ま した。

汗だくにな りながら本誌の編集をしています。本号がみなさまのお手許に届く

ころには秋の訪れを感じさせるころではなぃかと思います。

さ て 、  T A〇からの研究資金を中心としたA T Rの新研究体制も軌道に乗つてき

ま し た 。 新 社長の も と 、 A T R は 「闘 う A T R」 と変身し、  よ り 優れた成果を上げ
る べ く 、  日々邁進しています。

総務省が発表した情報による と 、 2 0 1 0 年にはュ ビ キ 夕 ス ネ ッ ト ヮ ー クの成熱
期 が 訪 れ る と の こ と 。 そ こ で 、 本 号 で は 、 ユ ビ キ 夕 ス ネ ッ ト ヮ ー ク を 支 え る

A T R の技術を紹介するこ とにいたしま した 。

ユビキ夕スの語源はラテン語で、  “ い た る と こ ろ に 存 在 す る ”  とぃ う意味です。

A T R の 技 術 も ぃ た る と こ ろ に 遍 在 し 、 み な さ ま や 社 会 の お 役 に 立 て る よ う 、 今

後とも精力的に活動を続けていく所存です。みなさまの変わらぬご協力、  ご支援

をお願い申し上げます。

(企画部 坂田安美)

長

員委

集

集

編

編

編 集 ス タ ッ フ

西田  安秀

泉田  浩志、岡留  剛、熊谷  真、坂田  安美、酒見  弘人、

高橋  真知、宮本  安隆、吉原  齋 、 若井  浩

岡留 剛 、 坂田  安美、高橋  真知、宮本  安隆

ATR J o u r n a l第 4 8号  2 0 0 2年 9月  1 日発行

●発行 ・ 編集

●製

●定

作

価

株式会社 国際電気通信基礎技術研究所

〒6 1 9-0288
「けぃはんな学研都市」 光台二丁目2番地2
(京都府相楽郡精華町)

( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 1 1 (大代表 )

学会セン夕一関西

8 0 0円 (消費税込み )

ご購読をご希望の方は、  (財)  日本学会事務センタ一o-pub l@bcas j .or.jpへお申込み下さい。
本誌記事の無断転載を禁じます。ｩ

2002 (株 )国際電気通信基礎技術研究所



国際電気通信基礎技術研究所のご紹介

国際電気通信基礎技術研究所は電気通信分野に

おける基礎的 ・ 独創的研究の一大拠点 と して内外

に 開 か れ た 研 究 所 を 設 立 す る 構 想 の も と に 産 ・

学 ・ 官の幅広いご支援をぃただき 1 9 8 6 年 3月に設

立いたしました 。

大阪市内での 3年間の暫定研究所を経て、  1989

年 4月関西文化学術研究都市の中核的施設として

本研究所を開所いたしました。

発足以来、基盤技術研究促進セン夕一 ( K Tc) お
よび多くの民間企業から各研究開発会社への出資

に支えられて研究活動を行つてきました。

2 0 0 1年度下期からは通信 ・放送機構 ( T A〇 ) に新

設された通信 ・放送基盤技術に関する試験研究の促

進制度に基づく委託研究等により研究資金を得て、

2 1世紀を拓く電気通信分野の基礎的独創的研究開

発を積極的に推進しています。

民
間
企
業
等

ATR

研究プロジェク ト
音声言語コミュニケーション研究所

商 天. 適応コミュニケーション研究所研1ナ・女ロ託 
人 間 情 報 科 学 研 究 所

メ デ ィ ア 情 報 科 学 研 究 所 官

成果

/ 1

論文
特 許 ソフ ト ウェア データペース

発表 .

ATR ホームページ

http://www.atr.co.jp

お役に立つ様々な情報を公開しています。

今後も随時拡充していきますので、  皆様のア クセ ス をお待ち してお り ます 。

〇

〇

〇

〇

ATR ジャーナル担当宛

ご連絡内容 (いずれかに印をお願いします。)

口ATR Journa1新規購読申込

◆テクニカルレポー ト購入申込
【テクニカルレポー ト 番号 : T R -  -

口ご意見、ご要望等

TEL
FAX
E-mail
( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 7 7
( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 7 8
editor@ctr.atr.co.jp

口送付先変更連絡

口研究用ソフトゥェア購入申込
【ソフトゥェア名整理番号 :

送

変 更 後 変 更 前 変更事由

フ リ ガ ナ

お 名 前
口人事異動

口住所変更

口その他
付

先

送 り 先

会 社 名

部 署 名

役 職 名

Te1/Fax

E-mai1

ご意見ご要望

●ATR ジ ャ ーナルのご購入希望、 送付先変更等をお寄せ下さる場合には、 上記にご記入の上、 FAX等でご送付下さい,

●送付先変更以外にっいては、  変更後の機1に必要事項をご記入願います,
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